つげ忠男氏は昭和 16 年大島生れ。 
代表作に「ぁる彫像」(昭 35 )、「虫」 
<昭42)など。つげ義春氏の実弟 


丘の上で 

ヴィンセント•ヴァン•ゴッホは 


つげ忠男 


参考資料 

式場隆三郎著「ゴッホの生涯」 
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パリで 

ゴッホはポ^ —ル. 
ゴーガンに出合う 


一番多いのだ 



だが、しかし 


パリ時代の作品 
これは「ムーラン* 
ド•ギヤ レット」 
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とかく直情型 
の性格は人に 
嫌われるもの 
なのだ…… 
初恋に破れ ▲ 
やりきれぬ ， g 
感情は ，'一. 
当時の^ 
美術商や ^ 
画家の作品 h 
に鋭い批判/ 
を浴びせる } j 


この部屋の隅^ 
にぁるこの絵2& 
ゴッホ29歲の時の！！ 
作品、「慟哭する男」^ 
とある 

初期の作品で僕は 
これが好きだ 


この間 
失恋一 




下宿屋の娘には許婚者が 
ぁった勿論承知で 言い 
ょった彼らしいね 
が、 きっぱりと拒絶された X 
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画を売るのが商売の彼が 
その商品をこきおろしたのだ 
他の店員の反感を受け 
追われる様に彼は 
パリ支店への転勤を 
命じられる 


•"J 




% 


.: 齡 V 






さてゴッホの放浪生活は 
パリへの転地が 
その初めとなる 一 
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だが当時の 
醜の作品が 
H ^ P ぁまりにも大衆に 
こびすぎていると言う彼の批判は 
決して八ッ当たりばかりではない 
確かな眼で見ての事だった 
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一こは もと， 


物置だったんですが 
どこかの学生が . 
強引に借りてしまつて、 
そのまま貸家に 
なつたそぅです 
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僕は o 
この近所に住む 
会社の人か^^ 
紹介された 
のですがねャ 
ひどいですよ 
今月から値上げ 

I ^ CTV るつて 



今まで四千円 
だったのが 
今月から千円も 
上げるって 
安給料の僕には 
重大問題だ/. 


/ /y 

奮& 

■ 


_ 


1 - 
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あんた/ 
みたいに 
絵を画くこ 
しか考えて 
ない人は I 
幸せかも 一 
知れない 
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何に対しても 

無関係で 

いられる 






























このモツ焼 
一だって一本 一 
10円だったのが 
今じや15円だ j 
頭痛いょ 

まったく CM 
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判りますつて 
一ひとごとみたいに 
たとえば さつきの 
家賃の件だって 
あなた一人の 
問題 じゃない 
弱ぃ者は団結 
しなくてはどぅ 
ならん のですょ 
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見て下さい 

このハゲ 



なつたら 

闘う他は 
ありません 
そ、つでしよう • 


話が変に 
なって来た 


今は学生ム 
労働者も団結 
するです 
統一行動ですよ 


この言葉/. 


誇りに 
している 
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いいんです 

僕は別に画家に 
なるつもりはない 
のですから 


つまり 




そういう ノ 

下らない事を 
言、つあんたが 
僕は好きなんだがな和 


物価は上がるし 
汚職は絶えん 


女みたい_ 
な髪をした 
頭の足りな 
若憎 

がウロ 


f 

チ.05、 


1 一 


:んも意味の 
ない真似絵だかと 
こそ書き続けス 
のです 

僕は僕なりにある種の 
ポ I ズを示している 
つもりですがね 
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どう言う訳力この 
水 a にまで出る 
短いトンネルカ 
3つばかりある 



多分戦時中 
防空壕のつもりで 


家を出て/ 
すぐに 

N 川の土手が見^^ 













































一 154 — 






































































































































































— 155 


























































— 157 — 












































一 158 一 







































一 159 — 


明るい南仏の風光は彼を狂喜させた 
6月には地中海岸のサントマ リィへ小旅行 
画囊を豊かにして帰った。 

この夏は彼の生涯の内で最も多作の時代 
であった 

「ヴァン•ゴッホの生涯」ょり 
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ここまでだった 

ヴィンセント•ヴァン•ゴッホは 
ここまでだつたと僕は思うのだ 
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十二月二十二日の夜あるレストランでゴ ー ガンと会食中 
ゴッホはいきなりアブサントの盃を投げつけた 
この二日後の夕激しい興奮にかられたゴッホは剃刀で 
左の耳を切断昏睡状態におちいり救済所に入院 
三日間意識不明だった…… 
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一八八九年一月七日退院 
ゴ—ガンは巴里に逃れてもういない 
その後は激しい発作による入院と 
退院の繰返しだった。 

医者に「癲癇」と診断され 


ゴッホの悲鳴が 
聞こえる様な 
又力する 


五月八日サンレミイ 
の脳病院へ移る 

















今の危機は 
決して我々に 
I 責任のあろ、-\^ 
答はない/ 


すべて 

経営者の 


一時金の要求を 
総て拒否し 

しかも . 

しかも 企業合理化の 
もとに不当な首切り j 
を宣告して 
来ると . 


実を言ぅ と僕の勤める会社 U 
一 現在 倒産の瀬戸際にあるのた 



: : -:v?,:i 









































一163一 






































































































M 


|j 


I 


ilgi 


麵 


'ぬ■抓 


l ぬ 】! 


ill 


' a s| 


〆 ""'"n-HiiHiHimiijmii I 


-- 


_ 







一165 


頑ん張あ^^^ 
ろぅ突き J 
上げるそおらに 
くぅろがねえ 
の〜 







































































































何者だと 
言ってるのだ 
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刑事さん 
お待ちど…. 
あれ帰って 
来たの？ 


I あんたも 新聞で知って 
いると 思ぅ 一.ケ月前 
にある学生デモを整理に 
あたった一人の警官が j 
鈍器で頭を殴打され 
かなりの重傷を 
負った 


暖 
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一応彼を 

のだが E 
今日まで： 
訳さ 
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何も知らんらしいな 
……ただ整理しただけの 
警官をぶん殴るんだから 
な近頃の学生ときたら… 


何を言ぅか/. 
整理の仕方に 一 
問題があるんだ ▲ 


挑発する 
のは何時も 
あなた達の方 
じやないか… 


挑発とは 
何か 

いつ挑発し 
たか 



二人共 
署へ 1 T つて 
からにしなよ 
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.弾圧だぞ^^^ 

一我々の行動の一 
総てをただ弾圧 
しよぅとして 
いるのだ 
あなた方は 
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行こうか 


それから j 
君にも 
後日色々 
聞きたい事が 
あるので署に 
来て貰ぅかも 
知れない 
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まもなくパリから急行した弟の 
手厚い看護を受け翌二十八日 
には煙草を吸いつつ静かに人生 
と芸術について語ったがその夜 
から次第に意識を失ない 


二十九日午前.一時三十分 
息を引きとつた 
三十七歳だった 






